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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は105 kDのタンパク質をコードしており、このタンパク質は26Sプロテアソームによる共翻訳プロセシングを受けて50 kDのタンパク質を生成します。105 kDのタンパク質はRelタンパク質特異的転写阻害因子であり、50 kDのタンパク質はNF-κB（NFKB）タンパク質複合体のDNA結合サブユニットです。NFKBは、サイトカイン、酸化フリーラジカル、紫外線照射、細菌またはウイルス産物など、さまざまな細胞内外刺激によって活性化される転写制御因子です。活性化されたNFKBは核に移行し、さまざまな生物学的機能に関与する遺伝子の発現を刺激します。NFKBの不適切な活性化は多くの炎症性疾患と関連付けられており、NFKBの持続的な阻害は不適切な免疫細胞の発達や細胞増殖の遅延につながります。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする2つの転写バリアントが見つかっています。
	研究分野
	アポトーシス、PI3K-Aktシグナル伝達経路、MAPKシグナル伝達経路
	画像データ
	

	赤: コントロール抗原 (100 ng); 紫: 抗原 (10 ng); 緑: 抗原 (50 ng); 青: 抗原 (100 ng);
	

	K562（1）、Jurkat（2）、A431（3）、Hela（4）、THP-1（5）、MCF-7（6）細胞溶解物に対するNFKB1マウスmAbを用いたウエスタンブロット解析。
	

	NFKB1 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (紫) を使用した MCF-7 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	DAB 染色による NFKB1 マウス mAb を使用した、パラフィン包埋ヒト前立腺組織 (左) と膀胱癌組織 (右) の免疫組織化学分析。

